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「 か い づっ こ コ ミ ュ バ ス 無料パ ス ポ ート 」 の 実施結果に つい て  

 

１ ． 利用 実 績 

 〇利用 期間 令和 7 年 7 月 19 日（ 土） ～8 月 31 日（ 日）  

 〇配布 枚数 小学生： 1, 132 名  中学生 ： 735 名  合計： 1, 867 名 

 〇利用 回数 1, 036 回 

                                                         

 

 

 

【 参考： 昨 年の 利用実績】  

〇利用期間 令 和 6 年 7 月 20 日（ 土） ～ 9 月 1 日（ 日）  

〇配布枚数 小 学生 ： 1, 186 名 中学 生： 763 名 合計： 1, 949 名 

 〇利用回数 872 回  

 

 

 

 

２ ． ア ン ケ ート 集計結果 

 〇実施 方法 Logo フ ォ ーム で の 回答（ 回答ページ を 保護者 に メ ール 配信）  

 〇回 答 数 403 件（ 回答率： 22％）  

（ 内 訳）  大 人  こ ど も  合 計 

定時 定路線バ ス  112 656 768 

デマ ン ド 交通 38 230 268 

合 計 150 886 1, 036 

（ 内 訳）  大 人  こ ど も  合 計 

定時 定路線バ ス  56 610 666 

デマ ン ド 交通 12 194 206 

合 計 68 804 872 
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〇無 料パ ス ポ ー ト を 何回ぐ ら い 利 用し た か  

〇主に ど こ へ行 っ た か  

  ・ 塾、 プ ー ル 、 図書 館 、 駅 （ 津 島駅 、 羽 島 駅等 ）、 こ ど も 未来 館 、 お 千 代 保稲 荷 、

木曽三川輪中 ミ ュ ージ ア ム 、 温泉 

 

〇無料パ ス ポ ー ト の メ リ ッ ト （ 主な 意見 ）  

  ・ 今 ま で 利 用し た こ と が 無い 路線を 体験 する こ と が で き た  

  ・ 無 料だ っ た た め 気軽に 利用で き た  

  ・ １ 人で バ ス に 乗る 練習に な っ た  

  ・ 親 が 仕事 で 送迎で き な い 時に 自分 で 塾 へ行く こ と が で き た  

  ・ 無 料パ ス ポ ート が あ る こ と で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に 乗っ て みよ う と 思え た  

 

 〇無料 パ ス ポ ート を 使用し な か っ た 理 由（ 主な 意見）  

  ・ バ ス 停が 近く に な い  

  ・ 車 で 移動 する の で 、 バ ス を 使う こ と が な い か ら  

  ・ パ ス ポ ー ト が あ る こ と を 知ら な か っ た  

  ・ 夏 休み限 定で 、 暑すぎ て 利用し に く か っ た  

  ・ 自 分の 使 い た い 時間と バ ス が 来る タ イ ミ ン グ 合わ な い か ら  

  ・ バ ス で 行 き た い と こ ろ が な か っ た か ら  

 

 〇市の 公共交 通に 対する ご 意見等（ 主 な 意 見）  

  ・ 普 段か ら も コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 、 デ マ ン ド 交通を 利用し た い と 思っ た  

・ 全員に 配ら な く て も 、 無料パ ス ポ ート 欲し い 人だ け で い い と 思 う  

・ デマ ン ド 交通 に つい て は 高齢の 方向け に 実施する と い い と 思う  

・ 電車の 時間に 合わ せた バ ス の 運行を し て 欲し い  

・ 夏休み以外も 無料だ と あ り が た い  

・ 高校生の 通学 の た め 岐 阜羽島駅、 大垣 駅ま で の ス ク ールバ ス を 走ら せて ほ し い  

0

10

20

30

40

26 20 15 12 10 9 6 5 4 3 2 1

利
用
人
数

利用回数

デマンド 交通

令和6年度 令和7年度

0

10

20

30

40

50

40 30 20 15 12 10 8 6 5 4 3 2 1

利
用
人
数

利用回数

定時定路線

令和6年度 令和7年度



1

2

10

16

6

88

81

94

N=570

N=576

N=549

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海津市医師会病院

大垣市民病院

西美濃厚生病院

ほぼ毎日 週2～4日 週に１ 日程度 月に数日 月に1日未満 通院し て いない

1

1

0

99

99

100

N=416

N=412

N=409

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海津市医師会病院

大垣市民病院

西美濃厚生病院

ほぼ毎日 月2～4日 月に1日未満 通院し ていない

81

11

4

2

2

2

1

0

70

20

1

0

5

1

2

6

81

16

0

1

3

1

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク ルマ（ 自分で運転）

ク ルマ（ 送迎）

海津市コ ミ ュ ニティ バス

徒歩

養老鉄道

海津市デマンド 交通

自転車

名阪近鉄バス

医師会病院 N=103

大垣市民病院 N=143

西美濃厚生病院 N=67

1

1

5

8

4

5

6

14

11

1

8

7

21

13

10

18

11

22

20

88

68

71

36

51

N=570

N=597

N=620

N=644

N=622

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ヨ シヅヤ海津平田店

業務ス ーパー海津店

一号舘南濃店

オーク ワ 養老店

ザ・ ビッ グ輪之内店

ほぼ毎日 週2～4日 週に１ 日程度

月に数日 月に1日未満 利用し ていない

1

1

1

1

17

5

7

22

18

33

19

15

37

29

49

76

78

41

52

N=496

N=463

N=481

N=495

N=480

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ヨ シヅヤ海津平田店

業務ス ーパー海津店

一号館南濃店

オーク ワ 養老店

ザ・ ビ ッ グ輪之内店

ほぼ毎日 月2～4日 月に1日未満 利用し ていない

1

1

1

1

1

2

5

3

1

5

51

9

6

12

42

87

91

80

N=700

N=647

N=639

N=638

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海津市役所

海津温泉 宙舟の湯

南濃温泉 水晶の湯

海津市図書館・

海津市OCT文化センタ ー

ほぼ毎日 週2～4日 週に１ 日程度

月に数日 月に1日未満 利用し ていない

1

1

3

12

10

8

16

88

89

91

81

N=484

N=492

N=490

N=483

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海津市役所

海津温泉 宙舟の湯

南濃温泉 水晶の湯

海津市図書館・

海津市OCT文化センタ ー

ほぼ毎日 月2～4日 月に1日未満 利用し ていない

83

8

5

3

1

0

0

0

83

7

6

3

1

1

1

0

81

6

6

8

0

1

1

0

86

11

2

0

1

0

0

0

90

7

1

1

0

0

1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク ルマ（ 自分で運転）

ク ルマ（ 送迎）

自転車

徒歩

海津市デマン ド 交通

バイ ク ・ 原付

養老鉄道

海津市コ ミ ュ ニティ バス

ヨ シヅヤ海津平田店 N=423
業務ス ーパー海津店 N=214
一号舘南濃店 N=202
オーク ワ 桑名店 N=416
ザ・ ビ ッ グ輪之内店 N=290

85

9

3

2

1

1

0

0

0

84

8

3

3

0

1

2

2

0

86

9

0

1

0

0

2

3

0

82

10

4

1

0

1

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク ルマ（ 自分で運転）

ク ルマ（ 送迎）

自転車

海津市コ ミ ュ ニ ティ バス

徒歩

海津市デマン ド 交通

バイ ク ・ 原付

養老鉄道

名阪近鉄バス

海津市役所 N=406

海津温泉 宙船の湯 N=119

南濃温泉 水晶の湯 N=91

海津市図書館・ 海津市OCT文

化セン タ ー N=108

1

82
12

7
4
4
4
3
2
2
2
1
1
0
0
0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク ルマ( 自分で運転)
養老鉄道

自転車
徒歩

JR関西本線
近鉄名古屋線
ク ルマ( 送迎)
バイ ク ・ 原付

海津市コ ミ ュ ニティ バス
JR東海道本線
名阪近鉄バス

新幹線
海津市デマンド 交通
名鉄竹鼻線･羽島線

鉄津島線･尾西線 N=169

64
45
45

18
14
14

9
9

5
5

0
0
0
0
0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

養老鉄道
徒歩

自転車
ク ルマ( 送迎)

ク ルマ( 自分で運転)
JR東海道本線
名阪近鉄バス

海津市コ ミ ュ ニティ バス
名鉄竹鼻線･羽島線

JR関西本線
バイ ク ・ 原付

海津市デマン ド 交通
鉄津島線･尾西線

新幹線
近鉄名古屋線

N=22



81

57

36

3

19

43

64

97

N=692

N=676

N=629

N=781

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内を運行し ている こ と

自宅から 最寄り の停留所

利用方法

利用し たこ と ( ある ・ ない)

知っている ( ある ） 知ら なかった( ない) ※「 利用し たこ と 」 のみ（ ） 内の凡例

7

13
21

3
4
4
7

4
10

2

93

88
79

97
96
96
93

96
90

98

N=781

N=24
N=33
N=38
N=93
N=136
N=75
N=92
N=194
N=83

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～64歳
65～69歳
70～79歳
80歳以上

利用し た 利用し ていない

年

齢

14

4

13

6

12

7

70

13

36

21

17

81

48

57

N=30

N=16

N=25

N=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

娯楽・ レ ジャ ー

通院

買い物

通勤・ 通学

週4日以上 週1～3日 月1～3日 年数回 利用し ない

6

17

13

11

3

6

6

2

2

1

63

68

72

80

68

71

66

61

41

67

54

31

15

15

9

30

24

29

37

59

32

45

N=793

N=134

N=39

N=46

N=40

N=34

N=90

N=59

N=41

N=129

N=170

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

高須地区

吉里地区

東江地区

大江地区

西江地区

今尾地区

海西地区

下多度地区

城山地区

石津地区

知っている し 、 利用し たこ と がある 知っている が、 利用し たこ と はない

知ら ない

居
住
地
区

5

19

10

5

5

11

18

52

39

23

38

33

50

50

44

N=21

N=28

N=22

N=16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

娯楽・ レ ジャ ー

通院

買い物

通勤・ 通学

週4日以上 週1～3日 月1～3日 年数回 利用し ない

64 13 16 5 2 N=55

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩 自転車 ク ルマ（ 自分で運転） ク ルマ（ 送迎） その他

83

15

10

9

8

8

6

5

5

3

3

1

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分でク ルマを 運転でき る から

バス の情報がよ く 分から ないから

行き たいと こ ろ へ行く バス がないから

時間がかかる から

利用し たい時刻にバス がないから

バス の本数が少ないから

自宅から 停留所が遠いから

徒歩や自転車で移動でき る から

停留所で待つのが大変だから

家族等が送迎し てく れる から

運賃が高いから

バス の乗り 方が分から ないから

目的地から 停留所が遠いから

その他 N=726

34

33

18

16

14

14

9

11

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望通り の時間に予約が取れれば

ど んな条件でも 利用し ない

休日も 運行さ れれば

停留所が近く にあれば

運行時間帯が長ければ

運賃が安ければ

デマンド 交通で直接目的地ま で行ける よ う になれば

その他
N=638

2



0

1

2

22

3

1

4

2

10

6

9

3

70

16

23

19

16

77

62

55

N=230

N=179

N=181

N=172

0% 20% 40% 60% 80% 100%

娯楽・ レ ジャ ー

通院

買い物

通勤・ 通学

週4日以上 週1～3日 月1～3日 年数回 利用し ない

3

18

15

27

32

30

33

16

13

10

5

N=378

N=293

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用し たこ と がある

利用し たこ と がない

市の負担額を増やし てでも 、 さ ら にサービ ス水準を向上すべき

現在のサービス 水準を維持すべき であり 、 そのために市の負担額が増えても 問題ない

現在のサービス 水準を多少低下さ せる こ と になっても 、 市の負担額は現状程度にすべき

サービス 水準を低下さ せてでも 、 市の負担額を 減ら すべき

その他

公共交通を

4

2

9

6

40

43

27

25

20

23

N=411

N=311

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用し たこ と がある

利用し たこ と がない

満足 ま あ満足 普通 やや不満 不満

公共交通を



25

67

56

29

75

33

44

71

N=24

N=6

N=25

N=14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回数券

通勤定期券

通学定期券

1日フリーパス

利用している 利用していない

16 22 3 2 16 19 2 19 N=129

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

通勤 通学 通院 出張・業務 買い物 観光 習い事・趣味 その他

60 12 13 6 1 16 2 N=129

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

海津市内 大垣市 岐阜市 羽島市 津島市 桑名市 名古屋市 その他

44 21 5 19 11 1 N=130

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

現金 回数券 通勤定期券 通学定期券 1日フリーパス その他

30

18

73

77

19

5

6

18

5

25

13

10

16

8

11

5

25

31

35

50

18

18

44

9

14

25

13

15

50

30

55

44

25

25

35

N=125

N=38

N=9

N=11

N=22

N=4

N=16

N=20

N=2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

会社員・公務員

自営業

大学生・大学院・専門学校生

高校生・高専生

専業主婦(夫)

パート・アルバイト

無職

その他

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に数回程度 年に数回程度

職
業



20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80



55

62

10

12

4

3

10

10

13

9

9

4

N=194

N=147

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

海津市内

ほとんど毎日 週に3～4日 週に1～2日

住
ま
い

44

38

45

50

6

7

5

5

N=133

N=117

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

海津市内

ほとんど毎週 月に数回 年に数回 利用しない

住
ま
い

25

18

33

2

90

44

45

33

2

4

6

3

12

16

38

2

11

19

10

27

8

33

78

10

10

20

100

2

5

11

3

17

29

25

4

11

13

23

4

3

13

10

11

10

21

33

25

11

6

7

N=204

N=62

N=3

N=8

N=49

N=10

N=9

N=31

N=30

N=1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

会社員・公務員

自営業

大学生・大学院・専門学校生

高校生・高専生

中学生

専業主婦(夫)

パート・アルバイト

無職

その他

海津市内 養老町 桑名市 大垣市 神戸町

池田町 揖斐川町 名古屋市 岐阜市 その他

職
業

28

29

29

37

4

5

3

4

6

8

11

2

8

8

12

8

N=208

N=156

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

海津市内

通勤 通学 通院 出張・業務 買い物 観光 習い事・趣味 その他

住
ま
い



31

21

19

15

6

4

2

1

1

0

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

鉄道(J R・近鉄など)

自家用車(家族等の送迎)

自転車

自家用車(自分で運転)

海津市コミュニティバス

路線バス・他市町コミュニティバス

タクシー

海津市デマンド交通

バイク・原付
N=201

33

21

17

16

7

2

1

1

1

0

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

自家用車(家族等の送迎)

鉄道(J R・近鉄など)

自転車

自家用車(自分で運転)

路線バス・他市町コミュニティバス

海津市コミュニティバス

タクシー

海津市デマンド交通

バイク・原付 N=152

20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80



29 32 26 6 6 N=31

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

週4日以上 週1～3日 月1～3日 年数回 利用しない

55 45 N=29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

利用する 利用しない

23

29

18

20

6

4

0% 20% 40%

～9：00

9：00～10：00

10：00～11：00

11：00～12：00

12：00～15：00

15：00～ N=46

53

60

75

50

100

63

43

14

17

43

50

100

38

20

25

25

57

86

67

57

40

9

20

50

13

17

10

N=74

N=15

N=4

N=2

N=6

N=8

N=7

N=7

N=6

N=7

N=10

N=1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

高須地区

吉里地区

東江地区

大江地区

西江地区

今尾地区

海西地区

下多度地区

城山地区

石津地区

輪之内町

おおむね希望した時間通りに予約できている 希望した時間に予約できないことがある

希望した時間に予約できないことが多い

住まい



24 76 N=75

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

現金 回数券 その他

20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80

9 91 N=69

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

他の公共交通機関と乗り継いだ デマンド交通のみ利用した

83 10 6 N=77

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

往復とも利用することが多い ときどき片道のみ利用する 片道のみ利用することが多い その他



・ 予約方法がわから ない。
・ 予約を断ら れる と 次回使いたく なく なる 。
・ 日曜日に使えない。
・ 急な用事だと 予約でき ない。

・ 大垣、 桑名での乗り 継ぎ時間が長 い。
・ 駒野駅にタ ク シーがいない。
・ 駒野駅前のロ ータ リ ーが狭い。
・ 朝の駒野駅が送迎で混む。

・ 終バス の時間が早い。
・ 平田地区から 大垣方面の高校への通学が大変。
・ バス 停ま での移動がつら い。
・ 乗り 継ぎがわかり づら い。

・ 予約方法を周知する 。
・ 日曜日も 運行し てほし い。
・ デマンド 交通を利用し たおでかけの企画がある と いい。

・ 養老鉄道と コ ミ ュ ニティ バス の接続をわかり やすく 時刻表で表し てほし い。

・ 誰も 乗っていなく ても バス が走っていてほし い。
・ 名所を巡回する バス がある と いい。
・ 交通系I Cカード やコ ード 決済で支払える と よ い。

・ タ ク シーを呼んでも 来ない。
・ 公共交通のこ と を知ら ないと ど う し たら いいかわから ない。
・ 地区社協のボラ ンティ アド ラ イ バーさ んが高齢化し ている 。

・ 市役所にバス 利用者用の駐車ス ペース を整備し てほし い。
・ 地区社協や自治会で組織づく り し 、 助け合いの制度が必要。





 



 

 

 

 

 



海津市地域公共交通会議
（ 海津市）

令和７ 年度 地域公共交通確保維持改善に関する 自己評価
（ 及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（ 全体）

平成２ ５ 年１ ２ 月５ 日設置

令和２ 年３ 月 第２ 次海津市地域公共交通網形成計画策定
（ 計画期間: 令和２ 年４ 月～令和９ 年３ 月）

令和６ 年５ 月２ ２ 日 地域公共交通計画「 別紙」 （ 案） 承認

令和７ 年３ 月２ ７ 日 令和６ 年度評価結果送付

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・ 地域内フ ィ ーダー系統確保維持国庫補助金

1

資料５



1.【 Plan】 協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

地域の特性･概要･公共交通の取り 組みの背景

・ 市内の公共交通は、 養老鉄道、 名阪近鉄バス 、
市コ ミ ュ ニティ バス 、 タ ク シーで構成

・ 令和４ 年１ ０ 月に定時定路線バス の路線再構
築を実施

・ 令和５ 年１ ０ 月に名古屋圏アク セス バス （ 海
津津島線） の実証実験を実施

・ 令和５ 年１ ０ 月にデマンド 交通の土曜日運行
の実証実験を実施

■人口: 31 ,815人（ 令和6年4月現在）
■鉄道: 養老鉄道養老線
■地域間幹線系統: 名阪近鉄バス 海津線
■フ ィ ーダー系統: 海津市デマンド 交通

第２ 次海津市地域公共交通計画( 令和2 ～8 年度)

「 みんなでつく る 、 便利な公共交通網」基本方針

目標

① 持続可能性を考慮し た公共交通網の構築

② 関係者の協働によ る 公共交通網の構築

③ 住民が主体的に参画する ための仕組みの構築

・ 名古屋圏アク セス バス 実証実験 ・ 隣接市町への乗り 入れ
・ デマンド 交通（ 土曜日運行の本格実施） ・ 定時定路線バス の見直し

公共交通ネッ ト ワ ーク イ メ ージ

主要な施策

石津駅
海津温泉

海津市役所

安八

今尾

お千代保稲荷

駒野駅

岐阜羽島駅

地域間幹線系統補助路線
名阪近鉄バス 海津線

フ ィ ーダー系統補助路線
海津市デマンド 交通

養老鉄道
養老線

お千代保稲荷線

木曽三川公園線

駒野線

石津線

名古屋圏
アク セス バス
海津津島線

海津市コ ミ ュ ニティ バス
( 定時定路線バス )

: デマンド 交通運行エリ ア

至 津島駅



2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する 主な具体的取組 3

取組名称 取組の概要 実施結果 考察

海津津島線実証運行 名古屋圏へのアク セス 向上を
目的と し て、 海津市内と 津島
駅を結ぶ定時定路線バス の実
証運行を継続し て実施し た。
令和7年度から は、 利用状況
を踏ま え、 車両の大型化によ
る 輸送力の強化を図った。

利用者数
２ ５ ,２ ２ ２ 人
(R6.10～R7.9)

平均利用者数
平日79.7人/日
休日47.8人/日

令和6年4月以降、 通学定期券の購入
者が増加し ており 、 名古屋方面への
アク セス 向上や車両大型化が、 通
勤・ 通学利用を中心と し た利用者数
の増加に寄与し ている も のと 考えら
れる 。

デマンド 交通土曜日
運行

デマンド 交通の土曜日の実証
運行を実施し た。

土曜利用者数
２ ０ .６ 人/日
(R6.10～R7.9)

参考
平日77.5人/日

土曜日の午前中を中心に一定の利用
がみら れ、 土曜日の移動の利便性向
上や平日朝の混雑緩和に寄与し てい
る も のと 考えら れる 。

小中学生夏休み無料
パス ポート 事業

夏休み期間中に、 小中学生を
対象と し て、 市内のコ ミ ュ ニ
ティ バス を無料で利用でき る
パス ポート を配布する 取組に
ついて、 昨年度に引き 続き 、
今年度も 実施し た。

利用回数
のべ１ ,０ ３ ６ 回

無料でバス を利用でき る 機会を設け
たこ と によ り 、 小中学生が公共交通
に触れる 機会が創出さ れ、 公共交通
を身近に感じ ても ら う き っかけと
なったも のと 考えら れる 。 こ れによ
り 、 将来的な公共交通の利用促進に
つながる 効果が期待さ れる 。

現状把握及び地域
ニーズ把握に関する
調査

次期地域公共交通計画策定に
係る 調査を実施し た。
・ 市民アンケート
・ 利用者アンケート
（ コ ミ ュ ニティ バス 、 デマンド 交

通、 名阪近鉄バス 、 養老鉄道）

左記の調査を実施
し 、 その結果を第
42回地域公共交通
会議（ R8.1.22開
催） において報告

各交通手段の利用実態や市民の移動
ニーズを把握する こ と ができ 、 地域
の交通課題を整理する ための基礎的
な情報を得る こ と ができ た。

主な取り 組み内容



3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 4

第２ 次海津市地域公共交通網形成計画の目標達成状況

計画目標 評価指標
実績値 目標値

考察
R5 R6 R7 R7

鉄道の利便性、
効率性及び満
足度向上

利
用
者
数
（
人
／
年
）

コ ミ バス 計 74,103 93,435 108,308 128,600

デマンド 交通
(フ ィ ーダー系統

補助路線)
16,048 18,191 19,511 15,800

令和5年10月から 土曜日運
行の実証実験を開始し たこ
と によ り 、 利用者が増加し 、
令和7年の目標値を上回っ
た。

定時定路線バス 58,055 75,244 88,797 112,800
定時定路線バス 全体の利用
者数は増加し ている 。 海津
津島線は都心部方面への通
勤・ 通学利用が定着し 、 お
千代保稲荷線に次いで2番
目に利用者が多い路線と
なっている 。

お千代保稲荷線 40,443 40,371 41,346 -

石津線 9,146 10,554 13,164 -

駒野線 6,326 5,773 5,677 -

木曽三川公園線 2,140 2,867 3,388 -

海津津島線 - 14,643 25,222 -

養老鉄道
(市内駅乗降者数)

399,702 424,813 410,271 394,000
コ ロ ナ禍以降利用者は回復
傾向にあり 、 令和7年の目
標値を上回った。

住民が主体的
に公共交通に
関わる ための
取組みの実施

運転免許証
自主返納者数
（ 人／年）

62 78 92 80
返納者数は増加し ており 、
今後も 継続し て支援事業を
実施する 。

地域公共交通計画「 別紙」
の目標値

＜

＞

＜

＞

＞



4.【 Act】 計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 5

計画目標の現在の到達点 今後の取り 組み方針

【 デマンド 交通】
・ 平日朝の時間帯において、 依然と し て予約が取

り づら い状況がみら れる 。
・ 高速バス 「 にし みのラ イ ナー」 と の接続を図る

ため、 安八ス マート ICにデマンド 交通の停留所
を設置し 、 運用を行っている 。

・ 土曜日については、 こ れま での実証運行の結果
を踏ま え、 本格運行に移行し た。

・ 土曜日の本格運行後の利用状況を継続的に把握
する と と も に、 平日朝の予約状況を踏ま え、 運
行体制や予約方法のあり 方について検討する 。

・ 安八ス マート IC停留所の利用状況を注視し つつ、
引き 続き 「 にし みのラ イ ナー」 と の接続確保に
取り 組む。

【 定時定路線バス 】
・ こ れま で通勤・ 通学ラ ッ シュ 時の海津津島線に

おいて、 積み残し が発生する 便が存在し ていた
が、 ジャ ンボタ ク シー車両から バス 車両へ変更
し 、 輸送力の強化を図った。

・ 平日に津島駅から お千代保稲荷へ向かう 際の乗
り 継ぎ利便性に課題があったが、 ダイ ヤを調整
し 、 接続を改善し た。

・ 車両変更後の利用状況や混雑状況を継続的に把
握し 、 必要に応じ て運行内容の見直し を検討す
る 。

・ 海津市役所における 各路線間の乗り 継ぎ利便性
向上を図る ため、 時刻設定の見直し について検
討を進める 。

【 公共交通のＰ Ｒ 】
・ 夏休み期間中に、 小中学生を対象と し た無料パ

ス ポート 配布を今年度も 実施し た。
・ 無料で公共交通を利用でき る 機会を設ける こ と

で、 公共交通に触れる き っかけを創出し た。
・ 隣接自治体と 連携し 、 海津津島線を活用し た観

光PRを実施する こ と で、 市内への観光客誘致お
よ び海津津島線の利用促進を図った。

・ 利用者アンケート 調査等によ り 得ら れた意見を
踏ま え、 PR施策や事業内容の改善について検討
する 。

・ 小中学生が公共交通を利用し て出かける こ と に
親し みを持てる よ う 、 体験型の企画や取組につ
いて検討する 。

・ 海津津島線をはじ めと する コ ミ ュ ニティ バス の
利便性について、 引き 続き 情報発信や周知に取
り 組む。



5.直近2年間の二次評価の活用・ 対応状況 6

※前回: 令和7年3月27日

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況

（ 具体的対応内容）
今後の対応方針

前
回

・ 養老鉄道の現状も 注視し 、
鉄道と コ ミ ュ ニティ バス の
乗り 継ぎに意識し たダイ ヤ
設定を 検討する など 、 積極
的な利用促進を 図ら れる こ
と を期待。

・ 次期地域公共交通計画策定
に係る 調査の一環と し て、
養老鉄道の利用者アンケー
ト を 実施し 、 鉄道利用の実
態や乗り 継ぎ状況を 把握し
た。 調査結果は地域公共交
通会議において共有し た。

・ 今後は、 把握し た利用実態
を 踏ま え、 鉄道と コ ミ ュ ニ
ティ バス の乗り 継ぎ利便性
向上に向け、 ダイ ヤ設定等
について関係者と 連携し 検
討を進める 。

・ 実証実験の結果を踏ま え、
海津市全体の持続可能な公
共交通の確保維持に向け、
自治体、 交通事業者や地域
住民等関係者間で検証・ 検
討を 行い、 取組を進めら れ
る よ う 期待。

・ 名古屋圏アク セス バス やデ
マン ド 交通等の実証実験結
果について、 自治体及び交
通事業者等の関係者間で情
報共有を行い、 地域公共交
通会議において検証及び意
見交換を行った。

・ 今後も 関係者間での検証・
検討を 継続し 、 海津市全体
と し て持続可能な公共交通
の確保・ 維持に向けた取組
を進める 。

・ 市内を 運行する 地域間幹線
系統については、 引き 続き 、
岐阜県・ 関係市町・ 運行事
業者間で認識の共有を 行う
と と も に、 関係者間で連携
し て利用促進等に取り 組ま
れる よ う 願う 。

・ 地域間幹線系統の運行状況
や利用実態について、 岐阜
県、 関係市町及び運行事業
者と の情報共有を 行い、 地
域公共交通会議等を 通じ て
認識の共有を図った。

・ 今後も 関係機関と の連携を
継続し 、 利用状況や課題を
踏ま えた利用促進の取組に
ついて検討を進める 。



5.直近2年間の二次評価の活用・ 対応状況 7

※前々回: 令和6年3月21日

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況

（ 具体的対応内容）
今後の対応方針

前
々
回

・ デマンド 交通の土曜日運行
の実証実験、 及び、 海津津
島線の実証運行について、
利用状況を 把握・ 検証し 、
本格運行への検討がなさ れ
る こ と を期待。

・ デマンド バス の土曜運行の
実証実験を実施。

・ 海津津島線の通勤通学ラ ッ
シュ 時間帯において、 積み
残し が発生し ている こ と か
ら 、 車両の大型化を検討。

・ 土曜日の利用状況に注視し 、
本格運用に移行でき る か検
討。

・ 車両の大型化や時刻の修正
後の利用状況に注視し 、 本
格運行に向けて検討。

・ 市の広報誌への掲載、 住民
説明会など 、 公共交通ネッ
ト ワ ーク に係る 案内など 、
幅広い層への周知や利用促
進に努める こ と を期待。

・ 津島市の広報紙に海津津島
線を掲載いただいたほか、
津島市内の商業施設にてチ
ラ シを配布し 、 海津市外の
利用者にも PRを実施。

・ 令和7年4月のダイ ヤ改正に
合わせ、 公共交通の利用ガ
イ ド を全戸配布予定。

・ コ ミ ュ ニティ バス に関する
イ ベント を 実施する など 、
住民が主体的に関われる 取
組や公共交通に 親し みを
持っ て も ら え る 施策の 検
討・ 実施を期待。

・ 夏休み期間中に、 小中学生
を対象に市内のコ ミ ュ ニ
ティ バス を無料で乗車でき
る パス ポート を配布。

・ 小中学生がバス を利用し て
出かける こ と が楽し みにな
る よ う なイ ベント や企画を
検討。

・ にし みのラ イ ナーリ レ ーバ
ス の終了後、 利用状況など
必要に応じ 、 代替交通を 検
討。

・ 代替交通と し て、 デマンド
交通の停留所を安八ス マー
ト ICに設置。

・ 利用状況に注視し 、 にし み
のラ イ ナーと の接続を継続
する 。



6.計画・ 評価の推進体制 8

PDCAの推進体制 今後のス ケジュ ール

直近の会議の開催状況

地域公共交通網形成計画

運行計画

運行 利用状況評価

事業の実施

Plan

Do

Check

運行事業の評価・ 見直し （ 毎年実施）

目標達成状況の評価

全体評価・ 見直し （ 令和5 年度・ 令和8 年度に実施）

計画内容の見直しAct

サービス 見直しPlan

Do Check

Act

年度 主な事業

令和7年度 次期計画の作成に向け各種調査の実施

令和8年度 次期計画の作成

開催日 会議名称 主な議題

令和7年1月22日 第39回地域公共交通会議 自己評価

5月20日 第40回地域公共交通会議 令和６ 年度決算について
令和７ 年度予算について
地域公共交通別紙（ 案） について
小中学生夏休み無料パス ポート の配布について
次期海津市地域公共交通計画の策定について

7月22日 第41回地域公共交通会議 デマンド 交通土曜日運行の本格運行について
次期地域公共交通計画策定に係る 各種調査計画について

令和8年1月22日 第42回地域公共交通会議 次期地域公共交通計画骨子案について
自己評価等について



別添４

目標 目標を 達成する ための取組 調査方法 達成状況・ 分析 評価・ 次年度に向けた課題や取組 備考

利用者数
【 R7年度】
デマンド 交通
15, 800人/年
定時定路線バス
112, 800人/年
養老鉄道( 市内駅乗降者数)
394, 000人/年

養老鉄道の運行
都市間連絡バス の運行
拠点間連絡バス の運行
通勤・ 通学対応バス の運行
定時定路線バス の再構築
デマンド 交通の適正な見直し

利用実績データ

【 利用実績】
デマンド 交通
19, 511人/年
定時定路線バス
88, 797人/年
養老鉄道( 市内駅乗降者数)
410, 271人/年
【 分析】
■デマンド 交通
令和5年10月から 土曜日運行を開始し た
こ と によ り 、 平日朝に特定の利用者が集
中し ていた利用状況に対し 、 利用機会の
選択肢が広がった。 その結果、 利用の集
中が一定程度緩和さ れ、 新たな利用が生
じ たこ と で、 全体と し て利用者数が増加
し 、 令和7年の目標値を上回ったと 考え
ら れる 。

■定時定路線バス
定時定路線バス 全体の利用者数は増加し
ている 。 海津津島線は都心部方面への通
勤・ 通学利用が定着し 、 お千代保稲荷線
に次いで2番目に利用者が多い路線と
なっている 。

■養老鉄道
コ ロ ナ禍以降利用者は回復傾向にあり 、
令和7年の目標値を 上回った。

■デマン ド 交通
平日朝は依然と し て予約が集中し 、 希望時間通り の
予約がと り づら い状況が見ら れる こ と から 、 利用状
況を分析し 、 さ ら なる 改善案を検討。
土曜日運行は、 一定の利用が確認さ れている も の
の、 利用の定着及び拡大に向け、 利用実態の継続的
な把握と 利用促進策を 検討。
安八ス マート I C停留所の利用状況に注視し 、 今後も
にし みのラ イ ナーと の接続を継続。

■定時定路線バス
多客時における 積み残し 防止や効率的な車両運用を
行う ため、 すべての車両を小型バス ま たは中型バス
車両への統一を検討。
鉄道と の接続や海津市役所での各路線間の乗り 換え
利便性向上のため時刻の見直し を 検討。

■養老鉄道
引き 続き 、 駒野駅や石津駅でコ ミ ュ ニティ バス を結
節さ せる と と も に、 海津市公共交通利用ガイ ド 等に
よ る PRを 行い、 利用促進に努める 。

運転免許証自主返納者数
【 R7年度】 80人/日

運転免許証⾃ 主返納の促進 返納者数実績データ

【 達成状況】
92人/年
【 分析】
返納者数は増加し ており 、 今後も 継続し
て支援事業を 実施する 。

今後も 継続し て支援事業を実施する 。

海津市地域公共交通計画の評価等結果（ 令和6年10月～令和7年9月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞



（別添１）

令和8年1月22日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

スイトトラベル株式会社

デマンド交通

市内全域420か所、市外7か所の停留
所

・次期地域公共交通計画策
定に係る調査の一環として、
養老鉄道の利用者アンケー
トを実施し、鉄道利用の実態
や乗り継ぎ状況を把握

・名古屋圏アクセスバスやデ
マンド交通等の実証実験結
果について、自治体及び交
通事業者等の関係者間で情
報共有を行い、地域公共交
通会議において検証及び意
見交換を実施

・地域間幹線系統の運行状
況や利用実態について、岐
阜県、関係市町及び運行事
業者との情報共有を実施

A
事業は、計画に基づき適切に実
施された。

A

【目標】年間利用者数
目標値：15,800人/年
実績：19,511人/年

【要因】令和5年10月から土曜日
運行を開始したことにより、平日
朝に特定の利用者が集中してい
た利用状況に対し、利用機会の
選択肢が広がった。その結果、
利用の集中が一定程度緩和さ
れ、新たな利用が生じたことで、
全体として利用者数が増加し、
令和7年の目標値を上回ったと
考えられる。

■デマンド交通
・平日朝は依然として予約が集中し、
希望時間通りの予約がとりづらい状況
が見られることから、利用状況を分析
し、さらなる改善案を検討。
・土曜日運行は、一定の利用が確認さ
れているものの、利用の定着及び拡大
に向け、利用実態の継続的な把握と利
用促進策を検討。
・安八スマートIC停留所の利用状況に
注視し、今後もにしみのライナーとの接
続を継続。

■定時定路線バス
・多客時における積み残し防止や効率
的な車両運用を行うため、すべての車
両を小型バスまたは中型バス車両へ
の統一を検討。
・鉄道との接続や海津市役所での各路
線間の乗り換え利便性向上のため時
刻の見直しを検討。

■利用促進・PR策
・利用者アンケート調査から得られた
意見を元に今後の事業内容を検討。
・夏休み期間中に、市内のコミュニティ
バスを無料で利用できる小中学生夏休
み無料パスポート事業を継続して実
施。

海津市地域公共交通会議

地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

1/2



（別添１－２）

令和8年1月22日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　海津市（平成17年3月28日に旧海津町、旧平田町、旧南濃町が合併）は、岐阜県の南西部に位置し、市の西部には養老山地が連なり、平野部は雄大な木曽三川が
流れ、海抜ゼロメートルの輪中地帯である。面積は112.03㎢、人口は34,973人（平成30年4月1日）である。
　合併以降、人口減少・少子高齢化が著しく、特に学業、就職、結婚等の理由により、若年層の転出超過が続いている。要因として、公共交通機関、教育機関が乏しい
ことに加え、良質な雇用機会の不足による影響が非常に大きくなっている。
　令和元年度に「第2次海津市地域公共交通網形成計画」を策定し、将来像を「みんなでつくる、便利な公共交通網」とし、基本方針に①持続可能性を考慮した公共交
通網の構築　②関係者の協働による公共交通網の構築　③住民が主体的に参画するための仕組みの構築　を掲げている。
　市の公共交通は、南北の隣接市町へ通じる養老鉄道及び大垣市へ通じる名阪近鉄バス海津線の幹線交通を軸に、市域内はコミュニティバス及びタクシーによって
構成されている。コミュニティバスは、主に市内の拠点間移動を担う定時定路線型バス4路線（お千代保稲荷線、石津線、駒野線、木曽三川公園線、海津津島線）と、
幹線交通等へのダイレクトな接続を含めた市内全域及び隣接市町の指定停留所間の移動が可能なデマンド交通によって構成されている。
　これらの公共交通については、幹線交通が広域幹線、定時路線型バスが準幹線として市内外への通勤・通学、病院・診療所への通院、商店やスーパーなどへの買
物、温泉等の公共施設への利用に加え、岐阜県内で有数の集客力を誇るお千代保稲荷、国営木曽三川公園への観光施設へのアクセスにも利用され、日常生活に必
要不可欠な交通手段として機能している。また、デマンド交通が定時路線型バスを補完する機能を有し、利便性の高い交通手段として支線の役割を果たしている。
　特に、デマンド交通は、定時路線型バスが運行されていない市内の地域では唯一の公共交通であり、市内全体の公共交通利用者が減少傾向にある中で、高齢者
や自動車免許自主返納者の増加に伴い利用者が微増を続けており、運行を維持する重要性が益々高まっている。
　このため、地域公共交通確保維持改善事業によりデマンド交通を確保・維持することで、交通弱者を始めとした市民の交通手段を存続させていくことが必要である。

海津市地域公共交通会議

地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）




